
東浦町立藤江小学校 環境教育への取組 

 

１ はじめに（ユネスコスクールとして） 

本校は平成２６年４月ユネスコスクールに加盟した。環境，伝統文化，国際理解を３つの柱

とし，日々の活動にＥＳＤの視点を取り入れながら，教育実践をしている。 

環境教育については，６年前より継続して竹林や野鳥保護区に指定されている学校周辺の自然

環境を生かす活動を中心に実施している。また，平成２１年に野生生物保護モデル校に指定され

たことで，２年生生活科，５年生総合的な学習のカリキュラムの中に野鳥観察，生き物観察の学

習を位置づけている。平成２３年からは，愛知県野鳥生物保護発表大会にて本校が推進する取組や

成果について毎年発表している。また，野鳥の定点観察を行い，藤江地区にどんな野鳥がやってき

て，どんな餌を好むかをメインテーマとして活動している。 

 

２ 平成２６年度の取組 

ｏ校内にある竹林を生かした取組   

３年生を中心に，竹林に囲まれているという地域の環

境を生かし，竹や竹炭を有効利用した環境保護活動にも取

り組み，自分から進んで自然との共生を図ろうとする態度

の育成を図ってきた。総合的な学習では「竹ってすごい」

をテーマに,４月には校内にある竹林でのタケノコ掘りに

はじまり，６月には竹を使った道具づくり,２学期にはエ

コ委員会を中心に，地域の竹炭同好会に協力を依頼しての

竹炭つくり体験など，地域の環境を生かした環境学習を展開し       【タケノコ掘り】 

ている。    

ｏビオトープ観察 

土曜講座（ｻﾀﾃﾞｰ･ｽﾍﾟｼｬﾙ･ｽｸｰﾙ）のひとつの講座として，希望者（保護者を含む）を募り，

ビオトープの清掃を兼ねて，児童に水生生物やその環境に関心をもたせる会を開催した。

地域の自然観察指導員の協力を得て，ビオトープの水を抜き，捕らえた生き物（メダカや

カエルなど）を透明の水槽に移してその生き物の名前や生態などの説明を行った。 

また２年生の生活科では，校内ビオトープを利用しての観察会を行った。カエルやヤゴなど

の水辺の生き物や植物を観察し直接触れることでより効果的な環境教育を展開している。 

ｏ野鳥観察 

特に野生生物保護モデル校として，野鳥観察やその環

境保護の活動には力を入れている。２６年度も愛知県自

然観察指導員の協力を得ながら，５年生総合的な学習の

時間を中心に，学期に１回ずつの計３回の藤江地区の野

鳥観察会を行った。２６年度は,鳥の巣箱づくりをとお

して野鳥に適した環境について学習した。 

夏休みには，愛知県野生生物保護実績発表大会に参

加して，２５年度の活動成果を発表した。     

 その他，環境保護活動を地域にも広める活動として，       【野鳥観察 ５年】 

１月にも土曜講座を利用した親子野鳥観察会を開催し，ユネスコスクールとしてＥＳＤの考え

方を保護者・地域へも発信する取組を行った。 
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ｏ植物の栽培（緑のカーテンなど）                      

各学年それぞれ教育課程に準じて植物の栽培を行った。例えば１年生においては，各児童一

人１鉢アサガオの栽培に取り組んだ。児童は自分の鉢植えに

水をやるなど大切に育てて，大きな花が咲いたことにとても

喜んでいる姿が見られた。 

 また２年生においては,１学期より，トマト・ナス・ピー

マンの栽培をはじめ校内の学級菜園を利用してのさつま芋

の栽培・収穫を年間とおして行った。 

 特別支援学級においても，専用の学級菜園を準備し，ミニ

トマトやナスなどの野菜を栽培し，生活単元の学習を行っ

た。秋にはその野菜を使った野菜パーティーを開催した。 

学校全体の取組としては，担当職員を中心に毎年夏場にか

けてヘチマ・ヒョウタンなどツルのある植物を育てて「緑の

カーテン」作りを行った。４年生の学習や地球環境・地球温

暖化など環境問題を考えるきっかけにも役立てている。    

                                                    【緑のカーテン】  

３ 平成２７年度の取組 

 平成２６年度の取組の継続をベースとして，２７年度の取組を実践していく。 

 ２７年度の新たな取組としては，まず本校の現職教育のテーマを 

「自ら課題を見つけ 探究する児童 ～ＥＳＤの視点を取り入れた教育活動を通して～」 

と題して、環境教育を含めたＥＳＤ活動の推進に変更した。藤江小学校が今まで培ってきたコ

ミュニケーション能力を生かしながら，将来持続可能な社会を実現する担い手になる児童を育

成していく。 

具体的には，目指す児童を「客観的な情報に基づいて思考・判断し，多面的，総合的に考え

ることができる児童」「他者の気持ちや考えを尊重し，協力・協同して学習を進めようとする

児童」「人・社会・自然とのつながりを大切にし，自分の役割を理解してものごとに主体的に

参加しようとする児童」とし，その育成を目指しながら，環境教育についても実践していく。 

 また，今年度の新たな取組としては，土曜講座で「親子タケノコ掘り」を企画した。４月某

日に希望者を募って校内の竹林で実施した。応募者多数で参加者を抽選で決めなければならな

いほどの好評で，親子で協力してたけのこを掘る微笑ましい姿があちこちで見られる会となっ

た。会の後の感想では，「親子でとても良い時間が過ごせた」「来年度も是非やってほしい」

と言う声が多く聞かれた。 

 ３年生では今までの竹・竹炭学習に加え，地域の方に協力をお願いして，竹のお椀と箸を製

作し，それを使っての流しそうめん大会を計画している。 

  

 以上，これからも藤江小学校の今まで取り組んできたことをベースにしながら，学校の活性

化を目指した特色ある学校作りをユネスコスクール加盟校して推進しく。そして，今まで以上

にＥＳＤ活動を通した環境学習に取り組んでいきたい。 


